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研究分野 基礎看護学

学位 博士（看護学）

学歴
東京医科歯科大学医学部保健衛生学科看護学専攻卒業、

2001年聖路加看護大学大学院看護学研究科博士前期課程修了、2012年聖路加看護大学大学院博士後期課程修了

氏名 髙橋恵子 部署 看護学科 職名 教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴

1993‐1997年：聖路加国際病院（看護師）、1997‐1998年都立医療技術短期大学→都立保健科学大学助手、2001－

2005年：聖路加看護大学講師、2006－2007年：聖路加看護大学21世紀COEプログラム研究員、2011-2014年：聖路加

看護大学（看護実践開発研究センター）准教授、2014‐2021年：聖路加国際大学大学院准教授（看護学研究科・兼

務：国際・地域連携センターPCC開発地域連携室）2022年～埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科教授

所属学会（役職） 日本看護科学学会、聖路加看護学会（評議員）、日本がん看護学会、日本遠隔医療学会、日本看護管理学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

該当なし

単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（４）その他

名称

埼玉県立大学が子どもたちに開く「から

だのおはなし会」の実践と課題ー保護者

の参加アンケートの結果からー

共同
第30回聖路加看護学会学術

大会，東京都中央区

○髙橋恵子、吉村基宜、山田牧子、田村

佳士枝、日野さち恵、添田啓子、平田美

佳

2025.9.27

研究代表者 2024.4‐2029.3

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

「People-Centerd Careを創るー開発か

ら実装への軌跡」PCCのケアモデルの発

展

単著

聖路加看護学会設立30周年

記念シンポジウム（聖路加

国際大学，東京）

○髙橋恵子（シンポジスト） 2025.9.27

「People-Centerd Careを創るー開発から実装

への軌跡」PCCのケアモデルの発展
単著 なし ○髙橋恵子 2026.3

聖路加看護学会誌 29

59-61, 2025.，

（２）論文

論文の名称

単・共

市民と保健医療専門職とのパートナー

シップ
単著

彩の国連携育成プロジェク

ト：IPWカフェ（Zoom）
○髙橋恵子 2026.3.25

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・

科学研究費補助金（基盤研究B）

市民と保健医療者が共に考える

「市民主導型ケア」の学習支援プ

ログラムの開発と評価

埼玉県立大学：奨励研究（A研究）
埼玉県立大学が地域の子どもに開

く「からだプログラム」の開発
研究分担者 2024.4‐2026.3
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看護方法Ⅰ 4

1年生対象：看護の基本技術の習得を目的とした講義・演習であり、当

事者とのコミュニケーション演習指導に参与した（学生の思考を大切

に、助言は学生の言動を確認してから対応した）

看護方法Ⅱ 8

2年生対象：日常生活援助の知識と技術（移動）の習得を目的とした講

義・演習であり、主に演習時（ボディメカニクス・車いす移動）の指導

に参与した

大学院　看護学教育論 〇 16

大学院博士前期課程対象に、「看護に必要な学習理論、看護教育にお

ける教授ー学習方法に適用するための基盤となる知識を獲得すること」

を目的とした科目である。科目責任者として関わった。履修学生は講義

を聴講後に、実際に、教育計画案を作成し、模擬講義を発表し、その

内容に対して助言、指導を行った。（学生数6名）

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅲ 6
2年生対象：日常生活援助（清潔の保持）の知識と技術の習得を目的と

した講義・演習であり、主に足浴の演習時の指導に参与した

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅴ 16
2年生対象：対象の状態に応じた看護を実践する力を目的とした講義・

演習であり、主に演習時の指導に参与した。

基礎看護学実習I 〇 2026.2　1単位

科目責任者として1年生を対象の初めての実習を、病院実習２日間と学

内実習３日間に組み合わせて実施する（1単位：45時間）。科目全体の

計画及び、主に学内実習の3日間を中心に担当した。

基礎看護学実習Ⅱ 2025.10　2単位

2年生の臨地実習指導：獨協埼玉医療センターの病棟において患者を受

け持ち看護過程を展開をする学生の実習指導（2クール担当：１G 5名

×2回）

卒業論文 2025.4～2026.3 主指導 ２名 副指導 0名

ヒューマンケア体験実習 〇 2025.9　1単位

1年生の統合学習指導：8グループで構成する4チーム（40名）の担当学

生の学びの支援を行った。※1チームは、2G学生10名に1教員が配置さ

れたチーム

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

修士論文 2025.4～2026.3 主指導（指導教員） １名 副指導（指導補助教員） 0名

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

川崎市立看護大学：非常勤講師 2025.4～2026.3
川崎市立看護大学のサービスラーニング論Iを非常勤講師として２コマ

担当した。

看護学原論 16

1年生対象：看護の基本的概念である看護・人間・健康・環境について

学習することを目的とした講義である。主に2コマの授業を担当し、そ

の他の授業ではグループディカッションへの指導に参与した。（学生

数：135名）

大学院　看護理論 16

大学院博士前期課程対象：科目責任者と共に科目全体の教育計画を検

討し、運営を行った。看護の理論の「ヘンダーソン」「ペプロウ」、ま

た「People-Centered Careの理論と実践の説明」の講義を担当。その

他に、受講生の課題のプレゼンテーションへの助言・指導を行った。

（学生数：9名）

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者
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【研修講義・研究指導】

虎の門病院　看護師研修

虎の門病院

看護部

①虎の門病院の看護師向けの研究活動研修の一部を担当

テーマ「文献レビュー」（講師として）

②虎の門病院の看護師の研究指導　2名（1年間）

2025.6.2

埼玉県立大学オープンカレッジ

みんなで学ぼう、健康のリテラシー講座

（8月21日）

埼玉県立大学

オープンカレッ

ジ

【公開講座】小学4-6年生を対象に、自分の健康を自分で

創り守ために必要となる、基本的な健康情報の探し方・選

び方のコツを紹介した。運営責任者として参与した。（参

加者：小学生6名）

2025.8.21

放射線診療患者のメンタルケアの講義

（10月31日）

公立研究開発法人

量子科学技術研究

開発機構　量子生

命・医学部門　人

材育成センター

【講義】放射線看護課程を受講する看護師を対象に、放射

線診療患者のメンタルケアについて講義。
2025.10.31

獨協医科大学埼玉

医療センター

看護部

獨協医科大学埼玉医療センターの看護師への研究指導

埼玉県立大学オープンカレッジ

：からだのおはなし会（8月20日）

埼玉県立大学オー

プンカレッジ

【公開講座】5歳児の親子を対象に、子どもへからだのしく

みを伝える活動を行った。紙芝居、歌、からだTシャツな

どを用いて行った。運営責任者として参与した。午前と午

後に行った（参加者親子：午前30名、午後27名）。

2025.8.20

聖路加国際大学：認定看護師教育課程

（共通科目）：医療情報論

（9月5日）

聖路加国際大学

生涯教育部

日本看護系学会協議会（JANA） 公的研究費拡大推進委員会（委員）
2025年7月～

2027年6月30日迄

【自治体】越谷市役所　市民活動支援課 越谷しらこばと基金運営委員会（委員長）
2023年4月～

2027年3月31日迄

日本看護協会 日本看護学会誌査読委員
2025年9月～

2026年3月31日迄

聖路加国際大学大学院看護学研究科：

客員研究員
2025.4～2026.3

客員研究員としてPeople-Centered Careの研究活動を実施

：「市民のヘルスリテラシー事業」「PCC教材開発」に取り組んだ

【生涯教育】

聖路加国際大学：ケアイノベーション概論
聖路加国際大学

看護師を対象に、「People-Centerd Care　Innovasionの

考え方」をテーマに講義を行った。
2025.5.24

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

【講義】認定看護師教育課程：

医療情報論　医療情報の収集と活用　「ヘルスリテラシー」
2025.9.5

聖路加国際大学：認定看護師教育課程

（訪問看護師）：地域包括ケアシステム

聖路加国際大学

生涯教育部

認定看護師教育課程（訪問看護コース）

地域包括ケアシステム：チーム医療を促進するためのコミュニ

ケーションを学ぶ科目である。

講義内容は、「アサーション」をテーマにグループワークを取り

入れ、授業を進めた。

2025.10.25

NPO法人からだフシギ：第13回からだ先

生研修会

NPO法人

「からだフシギ」

【ワークショップ】NPO法人からだフシギ　第13回「からだ先

生」研修会に委員として参与した。

（開催場所：聖路加国際大学）

2025.9.13

相手方等 内容 期間

日本看護科学学会（JANS） 社会貢献委員会（委員）

聖路加看護学会 評議員

日本看護科学学会（JANS） 和文誌専任査読委員会（委員）
2025年10月～

2027年9月30日迄

2021年６月～

2025年5月30日迄

2022年6月～

2026年3月31日迄

【研究指導】

獨協医科大学埼玉医療センター

2025.9.1～

2025.12.31

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

項目
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（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

地域貢献活動 NPO法人からだフシギ
子どもたちが、自分のからだをもっと大切にしようと思うことができ

るための活動（からだ先生の研修会、定例会議への参与）

該当なし

（４）その他

項目 相手方等

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

８．特記事項

項目 内容

該当なし

2025.4～2026.3

期間

期間

全学的委員会及びセンター業務等
埼玉県内の埼玉県立大学、城西大学、日本工業大学、埼玉医科大学の4大学

で行う多職種連携推進活動
2025.4～2026.3

学生支援
3年担任長の役割：学年ガイダンス、学生支援（個別相談）、就職活動支援

（交流会、講座）、国家試験対策（模試開催）などを行った。

内容

2025.4～2026.3

全学的委員会及びセンター業務等 学内の研究推進（月1回の委員会参加） 2025.4～2026.3

５．学内運営


